
１ 日本の総人口の将来推計

日本の総人口は、2008年をピークに減少傾向にあり、2050年には約１億人にまで減少。

【時代の潮流①】人口減少・超高齢化の進行（１）

２ 日本の年齢構成別人口の将来推計

（出典）国土交通省「国土の長期展望専門委員会最終とりまとめ参考資料」

（出典）国土交通省「国土の長期展望専門委員会最終とりまとめ参考資料」

2015年から2050年にかけて、生産年齢人口が2,453万人減少する一方、高齢人口が454万
人増加。高齢化率は約27％から約38％へ上昇。
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３ 平均寿命の延伸

４ 日本の社会保障に係る費用の将来推計

全国の平均寿命は、2050年までに３歳程度延伸する見込み。

人生100年時代の到来

（出典）内閣官房・内閣府・財務省・厚生労働省「2040年を見据えた社会保障の将来見通し」

社会保障費は、2018年度の121.3兆円から2040年度の約190兆円まで増加する見込み。
特に医療費・介護費の増加が急激に上昇。

【時代の潮流①】人口減少・超高齢化の進行（２）

（出典）国土交通省「国土の長期展望専門委員会最終とりまとめ参考資料」
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【時代の潮流②】気候変動・自然の脅威（１）

１ 温暖化の進行

2℃上昇シナリオによる予測
（パリ協定の2℃目標が達成された世界）

4℃上昇シナリオによる予測
（現時点を超える追加的な緩和策を取らなかった世界）

年平均気温 約1.4℃上昇 約4.5℃上昇

猛暑日の年間日数 約2.8日増加 約19.1日増加

熱帯夜の年間日数 約9.0日増加 約40.6日増加

冬日の年間日数 約16.7日減少 約46.8日減少

日本国内の15地点で観測された年平均気温は、過去100年で1.24℃上昇。
今後、猛暑日、熱帯夜の日数が増加する一方で、冬日の日数は大きく減少する見込み。
⇒ 気候変動をはじめ、健康や生態系に悪影響を及ぼす可能性

トレンド：1.24（℃/100年)

日本の年平均気温偏差の経年変化

（出典）気象庁「日本の気候変動2020」による将来予測
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２ 日本の温室効果ガス削減の中期目標と長期目標

日本政府は、2020年10月に2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を宣言。

（出典）環境省「第１回脱炭素社会に向けた住宅・建築物の
省エネ対策等のあり方検討会資料」



３ 風水害の激甚化

【時代の潮流②】気候変動・自然の脅威（２）

日本国内の大雨及び短時間強雨の発生頻度が増加傾向。
今後も雨の降り方が極端になる傾向が続くと予測され、風水害の激甚化・頻発化が懸念される。

１時間降水量50㎜以上の短時間強雨の
年間発生回数の経年変化

日降水量200㎜以上の大雨の
年間日数の経年変化

４ 南海トラフ地震

（出典）気象庁「日本の気候変動2020」

発生した場合、県内全域は強い揺れに襲われ、
沿岸部では津波により広範囲が浸水すると想定
されている。

人的被害（死者数） ：約15,000人
建物被害（全壊棟数）：約80,000棟

津波浸水想定 地震動想定（震度分布）

発生確率：今後30年以内に70～80％程度
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１ 東京一極集中から地方分散の動き

【時代の潮流③】地方回帰の高まり ～地方分散型社会へ～（１）

新型コロナの拡大によって、都市部の人口密集のリスクが顕在化したとともに、テレワークの急速
な拡大によって、時間や空間の制約を受けずに働くことができる人が増加するなど、長年続いてきた
都市部への人口集中の流れが緩和し、地方移住の動きが見られる。

（出典）内閣府「第3回新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に関する調査」

（出典）国土交通省「国土の長期展望専門委員会最終とりまとめ参考資料」
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2021年3月
27,803人

2020年3月
40,199人 12,396人減少



２ 持続可能で多彩な地域生活圏の形成

【時代の潮流③】地方回帰の高まり ～地方分散型社会へ～（２）
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国土交通省「国土の長期展望最終とりまとめ」より

３ デジタルとリアルが融合する地域生活圏の取組



１ デジタル・トランスフォーメーション（DX）

【時代の潮流④】デジタル化・先端技術の進展（１）

ＩｏＴ、ビッグデータ、人口知能（ＡＩ）、ロボット等のイノベーションが急激に加速。
国においては、「Society5.0」の実現に向けたＤＸの推進に取り組んでおり、自動運転、

遠隔診療、キャッシュレス決済等の活用に向けた様々な取組が進められている。

（出典）マイナビ農業ホームページ

（出典）総務省「令和２年度情報通信白書」 （出典）総務省「令和２年度情報通信白書」
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（出典）経済産業省「ＩＴ人材需給に関する調査（平成31年4月）」

２ 先端ＩＴ人材の不足

今後、ＡＩやビッグデータ、ＩｏＴ等に対応した新しいビジネスの担い手として、「先端
ＩＴ人材」に対する需要が急速に増加すると見込まれる。

【時代の潮流④】デジタル化・先端技術の進展（２）

■ＡＩ人材の需給推計

（出典）国土交通省「国土の長期展望専門委員会最終とりまとめ参考資料」

（出典）経済産業省「ＩＴ人材需給に関する調査（平成31年4月）」

■ＩＴ人材の需給推計
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１ 訪日外国人旅行者の増加

【時代の潮流⑤】グローバル化の潮流（１）

インバウンドは、2011年以降大幅に伸びてきていたものの、新型コロナ感染拡大の影響により
2020年は推計で約400万人に留まる見込み。

（出典）一般社団法人日本貿易会「日本貿易の現状2021」

（出典）国土交通省「国土の長期展望専門委員会最終とりまとめ参考資料」

２ 貿易相手国はアジアが中心

日本の貿易相手国は、輸出、輸入ともにアジアが５割以上を占める。

2020年 対世界輸出（国・地域別） 2020年 対世界輸入（国・地域別）
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３ 在留外国人の増加

【時代の潮流⑤】グローバル化の潮流（２）

在留外国人数は近年急激に増加し、2019年に過去最高の293万人。
在留外国人に帰化人口等を加えた「外国に由来する人口」は、2065年には総人口の約１割になる

可能性。

（出典）国土交通省「国土の長期展望専門委員会最終とりまとめ参考資料」
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１ 世界人口は増加傾向

【時代の潮流⑥】世界の動向

世界の人口は今後も増加する見通し。 ⇒ 2045年には約95億人に

（出典）国際連合「World Population Prospects2019」

11

1,575 1,645 1,748 1,823 1,851 1,841 1,877 1,931 1,984 2,011 2,019 2,023 2,033 2,046 

2,620 2,936 3,251 3,547 3,870 4,226 4,554 4,841 5,084 5,321 5,532 5,710 5,865 6,016 

179 
190 211 

245 
272 

298 322 370 
458 

533 
602 683 742 769 

83 
99 

117 
130 

151 
176 

205 
238 

269 
320 396 472 558 651 

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000

1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 2025 2030 2035 2040 2045

14歳以下 15～64歳 65～74歳 75歳以上 9,482
8,548

7,380

6,143

4,871

２ 世界の食料・エネルギー資源が不足する懸念
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世界の人口増加や世界的な経済活動に広がりにより、水・食料・エネルギーを含む資源の確保が大
きな問題となることが懸念される。

（出典）資源エネルギー庁「エネルギー白書2021」

世界のエネルギー消費量の推移世界全体の食料需要量の変化

（出典）農林水産省「2050年における世界の食糧需給見通し」

（百万人）


